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健
全
財
政
の
維
持
が
肝
要

　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
三
年
間
延
長

健
全
財
政
の
維
持
が
肝
要

　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
三
年
間
延
長

健
全
財
政
の
維
持
が
肝
要

　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
三
年
間
延
長

平
成
二
十
二
年
第
七
回
定
例
会
は
、
十
二
月
六
日
招
集
さ
れ
、
八
日
ま
で
の
三
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、

町
長
か
ら
人
事
案
件
や
条
例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
十
議
案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
全
員
賛
成
で
原
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、一
般
質
問
に
は
三
名
の
議
員
が
登
壇
し
、理
事
者
側
の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。

審
議
さ
れ
た

案

件

は 
  

◎
六
戸
町
子
ど
も
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
期
間
を

三
年
延
長
し
、
平
成
二
十
六
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
と
し
ま
し
た
。　

母
良
田　
昭
議
員

Ｑ　
こ
こ
三
年
間
の
、
子
ど
も
医

療
費
の
推
移
を
問
う
。

保
土
沢 

町
民
福
祉
課
長

Ａ　
平
成
二
十
年
度
は
千
三
百
七

十
四
万
円
、
平
成
二
十
一
年
度
は

千
七
百
七
十
二
万
千
円
、
平
成
二

十
二
年
度
も
前
年
度
並
で
推
移

し
、
利
用
率
で
は
対
象
者
の
57
・

８
％
と
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

◎
補
正
予
算
の
審
議

苫
米
地　
繁
雄
議
員　

Ｑ　
六
戸
中
学
校
耐
震
補
強
関

連
工
事
費
三
千
万
円
を
計
上
し
て

い
る
が
、
さ
き
に
実
施
し
た
耐
震

診
断
で
は
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
か
。

円
子 

教
育
課
長

Ａ　
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
は
い

る
が
、
改
修
工
事
の
時
点
で
、
劣

化
し
て
い
る
箇
所
が
わ
か
っ
た
の

で
、補
修
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

小
原　
一
男
議
員

Ｑ　
こ
の
箇
所
以
外
も
全
部
調

査
し
た
の
か
。

円
子 

教
育
課
長

Ａ　
全
部
調
査
し
ま
し
た
。

平成22年度 第 7回定例会
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円
子 

教
育
課
長

Ａ　
当
時
と
現
在
で
は
工
法
も

違
い
、劣
り
ま
す
。

河
野　
豊
議
員

Ｑ　
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

の
給
与
費
の
、
増
額
の
理
由
を
問

う
。

　
田
中 
病
院
事
務
長

Ａ　
現
在
二
名
の
臨
時
看
護
師

を
雇
用
し
て
い
る
が
、
業
務
上
三

名
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
増

額
計
上
し
ま
し
た
。

河
野　
豊
議
員

Ｑ　
柱
の
補
強
工
事
で
あ
れ
ば
、

既
存
の
柱
よ
り
太
く
な
る
の
か
。

円
子 

教
育
課
長

Ａ　
劣
化
し
た
箇
所
に
流
し
込
む

の
で
、太
く
な
り
ま
す
。

新
戸
部　
彦
士
郎
議
員

Ｑ　
四
十
年
前
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
、現
場
打
ち
工
法
で
あ
り
、現
在

よ
り
劣
る
の
で
は
な
い
か
。

会 計 補 正 前 補 正 額 補 正 後 　　　　　補正の主なもの

一 般 会 計 4,907,653 124,934 5,032,587

2,918
電柱共架使用料ほか 1,346
選挙管理委員旅費ほか 414
後期高齢者医療負担金 9,419
介護保険事業特別会計繰出金ほか 15,350
身体・知的・精神障害者介護・訓練等給付費 18,340
子供医療給付費 2,700
農業集落排水事業特別会計繰出金 2,477
除雪委託費ほか 13,890
第一七百線工事請負費 531
下水道事業特別会計繰出金 922
六戸中学校耐震補強関連工事費ほか 30,000

国民健康保険
事業特別会計 1,335,354 6,457 1,341,811 特定健診保険指導（国・県）負担金返還金 482

保険税過年度分過誤納還付金 1,400
国民健康保険
病 院 事 業
特 別 会 計

604,713 10,868 615,581
看護士賃金ほか 2,704
備品の資本費へ変更に伴う繰入金の振替による過年度修正

5,114
下水道事業
特 別 会 計 377,667 △ 13,231 364,436 マンホール蓋調整工事ほか 2,150

公共下水道工事 △ 12,500
農業集落排水
事業特別会計 141,699 △ 14,092 127,607 金矢地区下水道管布設替工事移転補償金

△ 16,569
介護保険事業
特 別 会 計 1,003,781 117,046 1,120,827 介護給付費国・県負担金返還金 6,975

地域支援事業国・県交付金返還金 1,879
後期高齢者
医療特別会計 101,193 △ 204 100,989

霊 園 事 業
特 別 会 計 1,757 27 1,784 霊園事業基金積立金 27

（単位：千円）

◆ ◆ ◆ 補 正 予 算　◆ ◆ ◆

▲第7回定例会の様子
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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
共
同
分
担
運
航

及
び
八
戸
市
と
同
調
の
考
え
は
。

　

八
戸
市
民
病
院
を
拠
点
に
、運

航
二
年
目
に
入
っ
た
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
で
す
が
、
救
急
出
動
・
転
院
搬

送
な
ど
県
南
及
び
岩
手
県
北
を

含
め
た
地
域
に
於
け
る
、
依
存
度

が
高
ま
る
中
、
県
病
と
の
共
同
分

担
運
航
へ
移
行
す
る
と
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
県
病
で
の
運
航
体
制
が
整
う

ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
本
事
業
で
す
が
、
実
績
を

基
に
八
戸
市
で
は
二
機
配
備
を

主
張
し
て
い
ま
す
が
、
同
調
す
る

考
え
は
あ
る
か
。　　

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
に
つ
い

て
は
、
青
森
県
保
健
医
療
計
画
に

よ
り
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十

五
日
か
ら
八
戸
市
立
市
民
病
院

を
拠
点
に
開
始
し
て
お
り
、
当
町

へ
は
今
年
十
月
ま
で
に
十
件
出
動

し
て
お
り
ま
す
。

　

共
同
分
担
運
航
及
び
八
戸
市

と
の
同
調
と
い
う
こ
と
で
す
が
、先

月
、
八
戸
市
立
市
民
病
院
と
県
立

中
央
病
院
が
「
月
ご
と
に
拠
点
と

な
る
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
青
森
県
全
体
の
医
療
体
制
の

充
実
か
ら
い
っ
て
も
必
要
と
認
識

し
て
い
ま
す
の
で
、八
戸
市
を
は
じ

め
関
係
機
関
、
関
係
団
体
と
共
に

協
力
体
制
を
と
っ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　　

来
年
四
月
よ
り
小
学
五
・
六

年
生
の
授
業
で
外
国
語
活
動
が 

必
修
に
な
る
が
、学
校
の
対
応
は
。

　　

来
年
四
月
か
ら
の
全
面
実
施
に

備
え
、
平
成
二
十
年
九
月
に
東
部

上
北
教
育
研
究
協
議
会
が
中
心

と
な
り
、
英
語
教
育
の
研
究
と
研

鑽
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。ま
た
、
平

成
二
十
一
年
度
か
ら
五
・
六
年
生

を
対
象
に
、週
に
一
単
位
時
間
の
外

国
語
活
動
を
先
行
実
施
し
て
お
り

ま
す
。授
業
に
は
外
国
語
指
導
助

手
の
助
言
と
協
力
を
得
て
、
教
材

の
作
成
や
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
形
式
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
教
員
の
研
修
機
会

を
確
保
し
、
教
育
全
般
の
質
的
向

上
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
小

学
校
の
段
階
で
嫌
わ
れ
て
し
ま
っ

て
は
困
る
の
で
、
中
学
校
と
の
連

携
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

目
的
と
し
ま
し
て
は
、
小
学
校

の
う
ち
に
国
際
的
理
解
を
す
る
こ

と
で
す
が
、
一
・
二
年
で
は
遊
び
の

中
で
英
語
に
親
し
み
、三
・
四
年
で

は
英
語
の
楽
し
さ
を
学
び
五
・
六

年
で
は
言
語
や
文
化
の
理
解
と
楽

し
さ
を
学
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。ま
た
、英
語
教
育
に
つ
い
て
小
・

中
学
校
の
教
員
が
授
業
の
交
流
を

図
り
な
が
ら
研
鑽
を
積
ん
で
お
り

ま
す
。

　　
現
在
の
町
の
状
況
を
町
民
へ

説
明
す
る
考
え
は
。

　
町
広
報
紙
や
議
会
だ
よ
り
等

に
よ
り
、
六
戸
町
の
実
質
赤
字
比

率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
・
実

質
公
債
比
率
・
将
来
負
担
比
率

が
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。私
達

は
町
民
の
声
を
町
に
届
け
る
の

が
使
命
で
す
が
、町
民
に
、よ
り
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
説
明
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　

町
民
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
九
年
に
開
催
し
て
か
ら
三
年

を
経
過
し
て
お
り
、
そ
の
間
の
町

政
の
状
況
等
は
、
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
の
地
域
の
豊
か
な
自

然
、
歴
史
的
な
風
土
を
生
か
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
協
働
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
対
話
を
実
施
す
る
方
向
で
検

討
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　　
町
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、
町

民
と
の
対
話
を
し
て
い
き
た
い
と

述
べ
て
い
る
が
、
現
状
の
み
な
ら

ず
、
将
来
の
方
向
性
等
も
話
し
合

っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
の
将

来
像
を
町
民
の
方
々
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
町
民
の
声
を

聴
き
、
ま
た
、
今
後
の
方
向
性
を

見
出
す
た
め
に
話
し
合
い
を
持
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。　　
　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
を
問
う

質
問

町
長

質
問

町
長

教
育
長

再
質
問

質
問

町
長

再
質
問

町
長

母
良
田　

昭
議
員

外
国
語
活
動
の

対
応
を
問
う

町

民

と

の

対
話
を
問
う

一

般

質

問

▲ＡＬＴ（外国語指導助手）による授業の様子
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高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
老
夫

婦
世
帯
な
ど
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
希
薄
と
な
り
、
孤
独
死
、
所

在
不
明
、
老
人
に
対
す
る
犯
罪
な

ど
が
多
発
し
、大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。孤
独
な
高
齢

者
の
安
全
、
安
心
を
ど
の
よ
う
に

見
守
る
か
が
、
行
政
の
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。そ
こ
で
六
戸
町
の
、七

十
五
歳
以
上
の
一
人
世
帯
と
、
高

齢
者
だ
け
の
世
帯
数
を
問
う
。

　
　

　

十
一
月
末
で
七
十
五
歳
以
上
の

一
人
世
帯
は
百
四
十
七
世
帯
、
高

齢
者
だ
け
の
世
帯
数
は
五
百
五
十

八
世
帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　　
高
齢
者
、ま
た
は
、一
人
暮
ら
し

の
方
々
の
不
安
に
対
す
る
、
見
守

り
事
業
等
、
将
来
的
見
解
を
問

う
。

　
「
見
守
り
事
業
」で
は
、
緊
急
通

報
装
置
（
安
心
電
話
）
を
三
十
七

台
設
置
し
、一
人
暮
ら
し
の
方
々
の

安
否
確
認
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
安
否
確
認
は
、
機
器
を

使
っ
た
も
の
と
人
的
つ
な
が
り
の

も
の
が
重
要
と
考
え
、
事
業
の
拡

大
と
継
続
を
図
り
ま
す
。

　　

高
齢
者
宅
と
拠
点
施
設
を
結

ぶ
テ
レ
ビ
電
話
設
置
等
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
活
用
し
た
見
守
り
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
考
え
は
。

　
ま
た
、
利
用
に
伴
い
経
済
的
弱

者
で
あ
る
高
齢
者
に
は
、
過
分
な

負
担
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
対
応
を
問
う
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
活
用
方
法
と

し
て
、
福
祉
・
教
育
・
広
報
・
防

災
な
ど
広
い
分
野
に
お
い
て
考
え

ら
れ
ま
す
。光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る

テ
レ
ビ
電
話
の
設
置
も
含
め
、
当

町
に
お
け
る
活
用
方
法
や
必
要

性
を
調
査
研
究
し
、
実
用
化
に
向

け
取
り
組
み
ま
す
。

　

情
報
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
高

齢
者
の
疎
外
感
や
不
安
等
を
取

り
除
け
る
よ
う
に
、ま
た
、総
合
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
等
を
構

築
し
安
心
、
安
全
な
環
境
づ
く
り

を
し
た
い
。そ
れ
に
伴
う
コ
ス
ト
に

つ
い
て
は
契
約
や
接
続
コ
ス
ト
、
運

用
コ
ス
ト
等
は
す
べ
て
補
助
で
賄

う
の
で
は
な
く
、
若
干
の
受
益
者

負
担
を
し
て
も
ら
い
、コ
ス
ト
を
極

力
お
さ
え
、
し
か
も
有
効
な
運
用

が
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

川

村

重

光
議
員

一

般

質

問

光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
の
福
祉
活
用
を
問
う

町
長

質
問

町
長

道
路
整
備
及
び

環
境
整
備
を
問
う　

　
町
道
今
熊
・
相
坂
平
線
は
国

道
四
十
五
号
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し

て
以
前
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
が
、
現
状
は
大
型
車
両
等

が
す
れ
違
う
こ
と
も
、
ま
ま
な
ら

な
い
状
況
で
す
。こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
早
急
な
整
備
が
望
ま
れ

ま
す
。そ
の
点
を
踏
ま
え
今
後
の

見
通
し
を
問
う
。

　　

こ
の
整
備
に
つ
い
て
は
延
長
が

長
い
た
め
、
莫
大
な
事
業
費
が
か

か
る
の
で
、
各
方
面
の
補
助
事
業

な
ど
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
が
、

農
林
水
産
省
サ
イ
ド
の
集
落
基

盤
整
備
事
業
に
盛
り
込
む
こ
と
が

で
き
、
実
施
に
向
け
て
土
地
改
良

法
の
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。　

　
路
線
途
中
に
は
今
熊
神
社
が

鎮
座
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
係
わ

る
有
形
・
無
形
の
文
化
財
が
存

在
し
て
い
ま
す
。路
線
整
備
の
際

に
は
こ
れ
ら
観
光
へ
の
活
用
と
地

域
振
興
を
兼
ね
て
、
神
社
の
歴
史

や
文
化
財
の
説
明
を
記
し
た
案

内
板
等
を
設
置
す
る
考
え
は
。

　
　
　

　　

現
在
、
六
戸
町
文
化
財
と
し

て
、
今
熊
神
社
境
内
に
あ
る
杉
の

木
は
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定

し
，
説
明
看
板
を
設
置
し
て
い
ま

す
。道
路
の
案
内
板
に
つ
い
て
は
町

内
全
般
的
な
案
内
看
板
の
整
備

の
一つ
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

質
問

▲テレビ電話のイメージ写真

▲早急な整備が望まれる今熊・相坂平線
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再
質
問

河

野

豊
議
員

ご

み

問

題

を

問

う

一

般

質

問

　

１
．粗
大
ご
み
収
集
に
つ
い

て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と

し
て
年
一
回
実
施
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

　
２
．ご
み
袋
の
無
償
配
布
の

考
え
は
あ
る
か
。

　
３
．不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
効

果
は
、
ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の

継
続
実
施
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
４
．廃
屋
対
策
の
そ
の
後
に

つ
い
て
問
う
。

　
５
．六
戸
町
環
境
美
化
条
例

は
適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
る

か
。

　

１
．粗
大
ご
み
の
収
集
に
つ

い
て
は
平
成
十
一
年
七
月
か

ら
有
料
予
約
制
に
よ
り
玄
関

先
ま
で
収
集
に
伺
う
戸
別
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
．ご
み
袋
を
有
料
に
す
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
ご
み
を
減

ら
す
意
識
を
も
っ
て
い
た
だ

け
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
有
料
で
お
願
い
し
ま

す
。

　

３
．国
の
交
付
金
事
業
を
活

用
し
て
ご
み
不
法
投
棄
監
視

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
町
内
を
三
つ
の
区
域

に
分
け
、
二
人
一
組
の
三
班
体

制
で
五
月
か
ら
十
一
月
ま
で

一
ヶ
月
十
五
日
程
度
の
実
施

を
し
ま
し
た
。業
務
内
容
は
不

法
投
棄
防
止
の
た
め
、
パ
ト
ロ

ー
ル
中
に
発
見
し
た
廃
棄
物

の
回
収
、
資
源
ご
み
持
ち
去
り

防
止
等
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
す
。

そ
の
効
果
は
継
続
す
る
こ
と

で
現
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
も
効
果
的
方
法
に

よ
り
実
施
す
る
方
向
で
検
討

し
ま
す
。

　

４
．廃
屋
で
も
個
人
の
財
産

で
す
か
ら
解
体
・
撤
去
は
個

人
の
責
務
で
あ
り
、
景
観
・
安

全
上
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、
所
有
者
に
撤
去
の

通
知
を
出
し
、お
願
い
し
ま
す
。

　

５
．不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

の
ほ
か
に
、
県
か
ら
委
嘱
の
ポ

イ
捨
て
ゼ
ロ
推
進
サ
ポ
ー
タ

ー
、
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員

に
よ
る
、
不
法
投
棄
の
監
視
及

び
ご
み
回
収
な
ど
、
色
々
と
活

動
し
、
そ
の
効
果
は
徐
々
に
出

て
き
て
い
ま
す
。今
後
も
こ
の

条
例
を
適
切
に
運
用
し
、
き
れ

い
な
町
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　　
粗
大
ご
み
の
無
償
化
は
、
新

幹
線
の
固
定
資
産
税
で
賄
う

考
え
は
あ
る
か
。ま
た
、
不
法

投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
の
効
果
を

具
体
的
に
、
さ
ら
に
、
パ
ト
ロ

ー
ル
の
継
続
は
考
え
て
い
る

か
。
　
次
に
六
戸
町
環
境
美
化
条

例
に
よ
り
処
理
し
た
例
は
あ

る
か
。廃
屋
に
つ
い
て
は
、
当

事
者
に
通
知
す
る
予
定
は
あ

る
か
。

町
長

質
問

再
々
質
問

町
長

　

有
料
収
集
に
は
次
の
理
由

が
あ
り
ま
す
。一
つ
は
ご
み
の

処
分
に
係
る
費
用
や
ご
み
の

減
量
（
住
民
の
意
識
改
革
）
等

ご
み
を
減
ら
す
意
識
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
公
平
な
処
理

費
用
の
負
担
で
す
。そ
れ
は
ご

み
の
排
出
量
が
世
帯
に
よ
り

大
き
く
差
が
あ
る
た
め
、
一
律

税
金
で
賄
う
こ
と
は
、
公
平
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。よ
っ
て
、
受
益

者
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
、処
理
費
用
の
一
部
負
担
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。不
法
投

棄
パ
ト
ロ
ー
ル
の
効
果
は
平
成

二
十
一
年
度
か
ら
現
在
ま
で
不

燃
ご
み
、
可
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み

合
わ
せ
て
約
十
四
ト
ン
、
テ
レ
ビ

二
十
六
台
、タ
イ
ヤ
二
百
六
十
本

等
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

の
中
で
、資
源
ご
み
収
集
日
の
朝

七
時
か
ら
収
集
場
所
の
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。廃
屋

に
つ
い
て
は
、
廃
屋
を
別
の
目
的

で
使
用
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
簡
単
に
解
体
・
撤
去

し
て
く
だ
さ
い
と
、
言
え
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
環
境
美
化
条
例
に
は
、
自
動

販
売
機
を
設
置
す
る
も
の
は
回

収
容
器
を
設
置
し
、
管
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。と
あ
り
ま
す

が
総
合
運
動
公
園
等
に
、
設
置

さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
そ

の
理
由
を
問
う
。

　

公
園
の
敷
地
内
の
ご
み
は
、

持
ち
帰
り
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

町
長

▲総合運動公園入口
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第
６
回
臨
時
会

＝
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
を
決
定
＝

◎
教
育
委
員
会
委
員
に
、
赤
田
の
種

市
正
孝
さ
ん
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

◎
教
育
委
員
会
委
員　

種
市
美
智

子
さ
ん
が
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十

八
日
付
け
で
任
期
満
了
に
つ
き
退
任

し
ま
し
た
。

　

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

退任された
種市美智子氏

選任された
種市正孝氏

　

第
６
回
臨
時
会
は
11
月
29
日
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

青
森
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
考
慮
し

て
職
員
の
給
料
月
額
並
び
に
期
末
、
勤
勉

手
当
の
額
を
減
額
し
、
特
別
職
と
議
会
議

員
の
期
末
手
当
も
減
額
し
ま
し
た
。

町政を知るいい機会 !!

次回定例会は３月上旬を予定しています。

光ファイバー回線ＮＴＴによる実証実験が始まる
　光ファイバー設置に伴い、NTTによる実証実験が始まります。今回、行われる実証実験は、この地域では
どのような役目があり、どのような効果があるか、またどのような情報が役立つのか、それらの事を六戸町
でやってみようということです。福祉や教育、地域活性化など様々な分野での活用が期待されます。

人
事
案
件

人
事
案
件

光ファイバー設備の利用モデル創出施策の実施イメージ

六戸町



ろくのへ議会だより No.67 ８

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に

満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
世
界
各
地
で
異
常
気

象
と
な
り
、
日
本
で
も
猛
暑
が

続
き
、
当
町
で
は
農
産
物
等
に

被
害
が
出
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
に
於
い
て
は
経
済
が

依
然
と
し
て
低
迷
し
、
税
収
も

落
ち
込
ん
だ
ま
ま
、
色
々
な
政

策
や
普
天
間
基
地
・
尖
閣
諸
島
・

北
方
四
島
・
北
朝
鮮
問
題
等
、

問
題
が
山
積
し
て
先
行
き
不
透

明
な
状
況
で
混
乱
し
て
い
ま
す
。

　

我
々
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
今
こ
そ
、
国
会
議

員
の
方
々
に
は
打
開
策
を
見
い

出
し
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
卯
、う

さ
ぎ
の
よ
う
に
飛
び
跳
ね
て
飛

躍
の
年
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
ご
意
見
・
ご
要
望

等
あ
り
ま
し
た
ら
議
会
事
務
局

ま
で
、お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員

新
戸
部

彦
士
郎

報　
　
告

厚
生
常
任

委
員
会

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

　

１
．小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
に
関

す
る
陳
情

　

２
．子
宮
頸
が
ん
予
防
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助

成
に
関
す
る
陳
情

　

３
．保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
採
択
に
関
す
る
陳
情
書

　

い
ず
れ
も
採
択
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
日
と
二

十
一
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
事
業
の
先
進
地
で
あ
る
、
岩
手
県
遠

野
市
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　

遠
野
市
で
の
活
用
は
、
医
療
機
関
や

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
情
報
を
共
有

し
、
健
康
相
談
や
問
診
、
健
康
管
理
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
重
点
的

に
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
の

減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
の
こ
と
で
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

議 員 活 動 報 告
光ファイバー事業を視察研修

説明する新戸部委員長
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